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雲
南
市
観
光
協
会
で
は
、
①
人

と
人
と
の
温
か
い�


�
�
�
�

を
通
し
て
観
光
地
の
魅
力
向
上
を

図
る
こ
と
、
②
雲
南
市
を
訪
れ
る

観
光
客
に�

�
�
�
�
�
�
�

で

接
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
育
成
す

る
た
め
に�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
 
!
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を
開
講
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
に
よ
り
、
神
話
や

ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説
に
ま
つ
わ

る
史
跡
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
、
市
内

の
観
光
地
を
案
内
し
て
い
た
だ
く

ガ
イ
ド
を
養
成
す
る
と
と
も
に
地

域
経
済
の
一
層
の
活
性
化
に
も
繋

げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の�

�
�
�
�
�
�
�
�
!

"
#
$
�

に
お
申
し
込
み
い
た
だ

き
ま
す
と
、
現
在
雲
南
市
教
育
委

員
会
が
主
催
す
る

｢

雲
南
市
民
大

学
講
座｣

の

『

特
別
講
座』

の
受

講
生
と
し
て
、
平
成
19
年
２
月
か

ら
観
光
地
に
関
す
る
知
識
は
も
と

よ
り
、
ガ
イ
ド
と
し
て
の
心
得
な

ど
も
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。

雲
南
市
の
観
光
資
源
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
の

知
識
と�

�
�
�
�
�
�
�

で
観

光
客
と
の
交
流
を
楽
し
ん
で
み
ま

せ
ん
か
？
多
数
の
ご
応
募
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。
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12
月
１
日(

金)

〜
平
成
19
年
１
月
31
日(

水)
'
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/
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平
成
18
年
４
月
１

日
現
在
満
18
歳
以
上
で
、
主
旨
に

賛
同
い
た
だ
き
健
康
に
自
信
の
あ

る
方
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#
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１
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０
０
円

(

郵
券

料
、
資
料
代
等)
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雲
南
市
民
大
学
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、I
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K
L
>
M
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今
年
度
よ
り
、
麻
し
ん
風
し
ん

予
防
接
種
の
方
法
が
変
更
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
小
学
校
就
学
１

年
前

(

平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら

平
成
13
年
４
月
１
日
生
ま
れ)

の

お
子
さ
ん
が
対
象
と
な
る
２
期
は
、

平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で
の
接
種

期
間
で
す
の
で
、
計
画
的
に
接
種

し
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
、
健
康
福
祉
部
健
康

推
進
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
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12
月
末
を
も
っ
て
、
明
石
緑
が

丘
公
園
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
を
廃

止
し
、
用
途
転
換
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

同
施
設
は
、
老
若
男
女
が
気
軽

に
楽
し
め
る
新
た
な
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
と
、
観
光
面
を
含
め
た
新
し

い
産
業
の
薔
薇
園
と
し
、
共
に
補

完
し
合
い
、
ま
た
、
他
の
施
設
と

の
相
乗
効
果
に
よ
り
、
さ
ら
な
る

利
活
用
が
な
さ
れ
る
よ
う
用
途
転

換
す
る
も
の
で
す
。

今
後
、
市
で
は
交
流
人
口
の
拡

大
に
よ
る
一
層
の
活
性
化
を
図
る

と
と
も
に
、
そ
の
進
展
に
向
け
て

慎
重
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

雲南市では生活情報の提供と､ 産業振興の一助､ 行財政改革の一環として有料広告枠を設けました｡
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市民と行政の協働によるまちづくりを進めていくため､ その基本とな

る理念や市民の行政への参画 (権利・責務) など市政運営の基本を示す

『(仮称) 雲南市まちづくり基本条例 』 を策定します｡

�������	������ 基本条例の策定にあたり､ 市民の立場

から検討し､ 市長に対し提言します｡

������ ①基本条例案の策定に関する調査及び研究に関すること｡

②基本条例案の検討及び作成に関すること｡ ③その他基本条例案の検討

に必要な事項に関すること｡

�� !"� 若干名 (書類選考により決定します｡)

�� #$� 満18歳以上 (平成18年4月1日現在) の市内在住または在

勤者で､ 本市のまちづくりに関心がある方｡

�%&� 基本条例制定の日まで｡

�� '(� 政策企画部政策推進課または各総合センター､ あるいは

市ホームページにある｢応募用紙｣に必要事項を記載し､ 提出して下さい｡

応募締め切りは)*�+,-.�/0123です｡
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災
害
、
盗
難
又
は
横
領
に
よ
っ

て
生
活
用
資
産
な
ど
に
損
害
を
受

け
た
と
き
は
、
災
害
に
関
連
す
る

支
出
の
有
無
等
に
よ
り
次
の
算
式

に
よ
り
計
算
し
た
金
額

(

①
と
②

の
い
ず
れ
か
多
い
方)

が
雑
損
控

除
と
な
り
ま
す
。
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※
差
引
損
失
額
＝
損
害
金
額
―
保

険
金
な
ど
に
よ
っ
て
補
て
ん
さ
れ

る
金
額

※
災
害
関
連
支
出
＝
災
害
に
よ
り

滅
失
し
た
住
宅
、
家
財
を
除
去
す

る
た
め
の
費
用
や
豪
雪
に
よ
る
家

屋
の
倒
壊
を
防
止
す
る
た
め
の
屋

根
の
雪
下
ろ
し
費
用
な
ど

控
除
を
受
け
る
に
は

(

確
定)

申
告
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
災
害

等
に
関
連
し
て
や
む
を
得
な
い
支

出
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
領
収
証

を
添
付
す
る
か
、
提
示
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

な
お
、
損
害
金
額
に
は
修
繕
等

に
支
出
し
た
金
額
の
全
て
が
充
て

は
ま
る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
計
算
の
参
考
と
し
て
使
用

い
た
し
ま
す
の
で
次
の
も
の
を
ご

準
備
く
だ
さ
い
。

・
被
害
を
受
け
た
資
産
の
明
細

(

資
産
内
容
、
取
得
時
期
、
取
得

価
額
等)

が
わ
か
る
も
の

・
被
害
を
受
け
た
資
産
の
取
り
壊

し
費
用
、
除
去
費
用
そ
の
他
こ
れ

に
類
す
る
費
用
で
、
災
害
に
関
連

し
て
支
出
し
た
金
額
の
明
細
の
分

か
る
も
の

(

見
積
書
、
請
求
書
、

領
収
証
等)

・
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

受
け
取
る
保
険
金
、
損
害
賠
償
金
、

災
害
見
舞
金
等
の
金
額
の
分
か
る

も
の

・
り
災
証
明
書

(
市
区
町
村
が
発

行
す
る
証
明
書)

、
写
真
等

(

被

災
状
況
の
確
認
の
た
め)

詳
し
く
は
、p
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雲
南
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
は
、
就
労
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
た
め
の
講
習
会
を
行
い
ま
す
。
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内
容
は
、
襖
・
障
子
の
張
替
え

の
基
礎
知
識
と
実
技
で
す
。
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内
容
は
、
福
祉
関
連
の
運
転
業

務
に
関
す
る
心
得
と
高
齢
者
の
安

全
運
転
で
す
。

申
し
込
み
は
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平
成
18
年
７
月
に
竣
工
し
た
新

町
交
差
点
広
場

(

加
茂
町
加
茂
中

地
内)

の
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

こ
の
広
場
は
加
茂
中
地
区
の
活

性
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
づ
け
、

地
域
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
憩
い
の

広
場
と
し
て
広
く
住
民
の
方
に
親

し
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
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応
募
用
紙
は
、
加
茂
総
合
セ
ン

タ
ー
事
業
管
理
課
に
あ
る
ほ
か
、

雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。(

加
茂
町
内
へ
は
全
戸
配
布

済)

用
紙
に
は
、
広
場
の
名
称

(

読

み
方)

と
由
来
、
住
所
、
氏
名
、

連
絡
先
を
明
記
の
う
え
、
加
茂
総

合
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
お
持
ち
い
た

だ
く
か
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、

Ｅ
メ
ー
ル
な
ど
で
お
送
り
下
さ
い
。

電
話
で
の
応
募
は
で
き
ま
せ
ん
。

採
用
さ
れ
た
作
品
に
は
記
念
品

を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

応
募
作
品
数
は
一
人
何
点
で
も

結
構
で
す
。
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４
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広告掲載をご希望の方は､ 木次都市開発� (広告代理店) �0854-42-2221までお問い合わせ下さい｡

広場でのイベントの様子


